
 

木々
き ぎ

の葉
は

もほんのり色
いろ

づき、秋
あき

の深
ふか

まりを感
かん

じますね。11月
がつ

23日
にち

は勤労
きんろう

感謝
かんしゃ

の日
ひ

です。私
わたし

たちのもとに食事
しょくじ

が届
とど

くまでには、農作物
のうさくもつ

を育
そだ

てる人
ひと

、運
はこ

ぶ人
ひと

、売
う

る人
ひと

、作
つく

る人
ひと

など多
おお

くの人々
ひとびと

がかかわっています。また、食
た

べものにもひとつひとつに命
いのち

が

あります。毎日
まいにち

食事
しょくじ

ができるということはあたり前
まえ

のことではありません。感謝
かんしゃ

の

気持
き も

ちをこめて、「いただきます」「ごちそうさまでした」のあいさつをしましょう。 
 

今月
こんげつ

の給 食
きゅうしょく

目標
もくひょう

 

感謝
かんしゃ

して食
た

べよう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11月
がつ

24日
か

は「いい（１１）にほんしょく（２４）」

で、「和食
わしょく

」の日
ひ

です。日本人
にほんじん

が 昔
むかし

から食
た

べてきた

伝統的
でんとうてき

な 食
しょく

文化
ぶんか

を見直
みなお

し、次
つぎ

の世代
せだい

に向
む

けて和食
わしょく

文化
ぶんか

を守
まも

り、受
う

けついでいくことの大切
たいせつ

さを 考
かんが

え

る日
ひ

として制定
せいてい

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～口内
こうない

調味
ちょうみ

を知
し

っていますか？～ 

 「このおかずはごはんに合
あ

うね」とか、「このおかずはごはんが進
すす

むね」と言
い

っ

たりしますね。ごはんとおかずを口
くち

の中
なか

で混
ま

ぜ合
あ

わせながら食
た

べることを“口内
こうない

調味
ちょうみ

”と言
い

って、日本
に ほ ん

の伝統的
でんとうてき

な食
た

べ方
かた

です。おかずの塩加減
しおかげん

などの味
あじ

をごはん

で調整
ちょうせい

をして食
た

べます。「三角
さんかく

食
た

べ」という言葉
こ と ば

のほうが聞
き

きなじみがある人
ひと

も

いるかもしれませんね。この食
た

べ方
かた

をすると、「ごはんだけ」「おかずだけ」とい

った食
た

べ方
かた

ではなく、ごはんとおかずをバランスよく、栄養
えいよう

の偏
かたよ

りなく食
た

べることができます。和食
わしょく

の栄養
えいよう

バランスがよ

いといわれているのも、この食
た

べ方
かた

に支
ささ

えられてきたからと

もいえますね。世界
せ か い

に誇
ほこ

る日本
に ほ ん

の食事
しょくじ

の仕方
し か た

を受
う

けつぎ、 

伝
つた

えていきましょう。 

 
毎月 19 日は いただきますの日 
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おうちのひととよんでね 

11月
がつ

29日
にち

はぐんま・すき焼
や

きの日
ひ

 

11月
がつ

24日
か

は 

「□食
しょく

」の日
ひ

 
 

□に入
はい

ることばはなんでしょう？ 

「いただきます」 

生
い

き物
もの

の命
いのち

をいただくという意味
い み

。命
いのち

をくれ

てありがとうという気持
き も

ちを込
こ

められている。 

「ごちそうさまでした」 

「ちそう（馳走）」は走
はし

り回
まわ

るという意味
い み

。あ

ちこち走
はし

り回
まわ

って食
た

べ物
もの

を集
あつ

めたり、調理
ちょうり

した

りしてくださった人々
ひとびと

への感謝
かんしゃ

の気持
き も

ち。 

新米
しんまい

の季節
き せ つ

です 

秋
あき

になり新米
しんまい

の季節
き せ つ

になりました。お米
こめ

がおいしい

季節
き せ つ

です。給 食
きゅうしょく

のお米
こめ

は千代田町
ち よ だ ま ち

でとれたお米
こめ

を使
つか

っています。また、月
つき

に 1回
かい

ほど出
で

ているこめこパン

には群馬県産
ぐんまけんさん

のお米
こめ

を使
つか

って作
つく

られています。日本
に ほ ん

は

昔
むかし

からお米
こめ

を主食
しゅしょく

としてきましたが、残念
ざんねん

ながら

年々
ねんねん

その消費量
しょうひりょう

は減
へ

ってきています。和食
わしょく

文化
ぶ ん か

を守
まも

るためにも、お米
こめ

を積極的
せっきょくてき

に食
た

べたいですね。 


